
 

 

令和８年度 学校評価報告書（目標設定） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の学び直しと日本語支援を

充実させ、学ぶことに苦手意識を

持つ生徒の生きる力の基礎となる

能力の習得を目指す。 

②生徒の実情やニーズを踏まえた

多様な学習機会の整備を図るた

め、ICT の活用を含めた環境整

備、外部連携を推進する。 

③教科横断的な視点に立ち、言語

能力、情報活用能力、問題発見・解

決能力等の資質・能力を育成す

る。 

 

 

① ①②生徒一人ひとりの実情に応じた
より効果的な指導の確立を目指すと
ともに、社会的ニーズを踏まえ、多様
な学習機会の整備を進める。 

③教科横断的な視点に立ち、言語能

力、情報活用能力、問題発見・解決能

力等の資質・能力を育成する。 

①各科目の授業を通して得られた学習 
に関わる生徒情報を職員全体で共有す
るための定例会議を毎月開く。 
②ICT を利活用した授業方法を職員全
体で検討・共有するため、研究授業を実
施する。 
③教科横断的な視点に立ち言語能力、
情報活用能力、問題発見・解決能力等の
資質・能力を育成するために、総合的な
探究の時間を充実させ、その成果を発
表する「課題探究発表会」を継続する。 

①各科目で得られた生徒情報を職員全体で共
有し、効果的な指導ができたか。 
②研究授業の取組みを通じて ICT を利活用
する効果的な指導を実現できたか。 

③総合的な探究の時間において教科横断的

な取組みができたか。また、生徒は「課題探究

発表会」に向けて主体的に取り組めたか。 

２ 
生徒指導・
支援 

①生徒一人ひとりの抱える課題を

踏まえたきめ細かな生活指導と相

談体制を充実させる。 

②部活動を充実させ、生徒が有能

感を感じられる取組みを進め、ま

た行事等においても生徒の主体的

な活動を支援する。 

 

①生徒一人ひとりの現状および課題
を把握し、支援方法について全職員
で情報共有を図り、実情に即して寄
り添いながらの支援と成長と自立を
目指す支援を行う。また、スクール・
カウンセラー（ＳＣ）やスクール・ソー
シャル・ワーカー（ＳＳＷ）との連携を
図り、組織的・計画的な校内体制を
確立する。 
②部活動・行事等の活性化を図るた
め、限られた時間の範囲内で、コミュ
ニケーション力の向上と有能感及び
自己肯定感を養える内容と指導方法
の工夫をする。 
 

 

①定例会議等にて、生徒の現状と課題、
支援方法等を全体共有する。また、ケー
ス会議や校内研修会等を活用し生徒の
理解を深め指導に活かす。 
①きめ細かな生活指導と充実した個別
相談を行い、生徒の困り感への早期対
応と問題行動の未然防止に努める。 
①ICＴを活用し、生活・健康・安全・食育
等の情報発信を行い、健康上・指導上の
問題等の未然防止に繋げる。 
①食堂の利用実態の把握と利用率向
上、食育指導の充実を図る。 
②部活動・行事等の時間の確保と、限ら
れた時間内での活動を通してコミュニケ
ーション力向上を目指し指導の工夫と活
性化を図る。 
 

 

①ＳＣやＳＳＷと連携し、計画的かつ迅速な対
応と全体会議等で情報を共有により、きめ細
かな指導や生活支援により、生徒の課題解決
や安全確保に繋げることができたか。 
①積極的に情報発信を行い、学校生活や健康
上、生徒指導上の問題等を未然に防ぐ事がで
きたか。 
①食堂利用の実態を把握し、利用率向上と食
育推進に繋げられたか。 
②限られた活動時間を有効活用し、部活動・
行事等がより活性化し、生徒が参加しやすい
状況を作り、生徒同士のコミュニケーションが
増え、心の充実度や達成感が増したか。 
 
 
 
 

 

３ 
進路指導・
支援 

①生徒一人ひとりの自己実現を目

指し、教育活動全体を通したキャリ

ア教育を推進し、４年間を見通した

キャリア教育を実現する。 

②進路情報の提供について外部と

の連携を図り、内容を充実させる。 

 

 

 

 

①４年間を見通したキャリア支援プ
ログラムを策定し、グループ、学年、
教科が連携し、組織的かつ継続的
に、学校全体で生徒のキャリア支援
を推進する。 

②外部機関を積極的に活用し、効果

的な連携を図る。 

①キャリアパスポートを有効に活用する
ことで、自己内省力を高め、キャリア観
の醸成へ繋げる。 
①個人面談、授業やＬＨＲ等を利用し、
個々の生徒に配慮した支援を行う。 
②「ハンディ進路指導室」を活用した情
報提供等、効果的な進路指導を推進す
る。 
②「進路何でも相談室」の活用、ハロー
ワークとの連絡・相談、事業会社による
「進路ガイダンス」など、外部機関のサー
ビスを積極的に活用する。 
 

 

①自己のキャリアについて考える機会を定期
的に設けることで、進路活動へ前向きに行動
する態度を醸成できたか。 
②外部機関との効果的な連携により、生徒が
自ら進路活動に取り組むようになり、各自に
合った進路情報や自分の進路を主体的に考
えることができた。 

 

４ 
地域等との
協働 

①保護者や地域と協働・連携した
教育活動を展開し、信頼される学
校づくりを行う。 
②教科やキャリア教育の観点で協
働を図り。地域に根ざした学校を
目指す。 

 

 

 

 

①地域貢献活動・ボランティアや文
化祭等の学校行事を活性化し、保護
者や地域（地元商店街等含む）、関係
機関の方々との連携を深める。ま
た、ホームページ等による情報発信
や広報活動を積極的に行い、希望ケ
丘高校定時制の特色や良さをより正
確に本校を理解してもらう。 

②キャリア教育における地域との協

働についての施策を検討する。 

 

 

①地域貢献活動や文化祭等の学校行事
を通して、本校と外部の関係機関、地
域、保護者との連携を深め、信頼されて
活気のある学校づくりを行う。 
①ホームページの定期的な更新を積極
的に行い、広報活動を効果的に推進す
る。 

②インターンシップの活用について、次

年度実施に向けて検討・準備する 

①地域貢献活動や文化祭への参加者が増
え、学校行事が活性化し、本校と外部の関係
機関、地域、保護者・生徒との信頼関係が深ま
り、信頼される学校づくりにつながったか。 
①校内外での広報活動やホームページ等で
の情報発信を積極的に行うことで、希望ケ丘
高校定時制の良さをより正確に理解してもら
うことができたか。 
②次年度に繋げられる施策を検討または実
施できたか。 
 

 

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒にとって安全・安心な学校
づくりを推進するとともに、職員一
人ひとりが事故・不祥事防止に積
極的に取り組む。 
②業務改善のために業務のスリム
化やデータ管理などを推進する。 

 

 

 

 

①生徒一人ひとりが、法律を遵守し、
交通安全や防犯、防災等に高い意識
をもって高校生活を過ごすことがで
きるように、説明会や講演会、訓練等
を行う。 
②職員の事故・不祥事防止について
は、職員全体で主体的に取り組み、
ミスや不祥事の無い職場環境を維
持する。 
 

①関係外部機関と連携して、実践的な交
通安全教育、防犯教育、防災教育を効果
的に実施する。 
①防災用品や防災備蓄品の点検をしつ
つ、実践的な防災訓練を実施する。 

②定期テストの共通化、情報共有、複数

による点検確認作業の徹底等を継続す

る。 

①説明会、講演会、訓練等を効果的に実施す
ることで、交通安全や防犯、防災に関する生
徒の知識や理解を更に深めることができ、よ
り安心で安全な学校づくりにつながったか。 
②事故や不祥事防止に取り組むことで、事故
や不祥事を未然に防ぐことができ、ミスや事
故・不祥事の無い職場環境を維持することが
できたか。 
 

 

 


